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ミニ・パブリックスという挑戦特
集

　
は
じ
め
に

　
「
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
」
と
は
、
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
、
主
に
無
作

為
抽
出
（
抽
選
）
の
方
法
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
一
般
の
人
び
と
が
熟
議
す

る
た
め
の
仕
組
み
・
制
度
の
総
称
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
二
〇
〇
〇
年
代

半
ば
か
ら
「
市
民
討
議
会
」
と
呼
ば
れ
る
形
式
で
、
多
く
の
自
治
体
で
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
を
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
へ
の
関
心

の
第
一
期
と
す
る
な
ら
ば
、
現
在
は
そ
の
第
二
期
に
あ
た
る＊
１

。
と
り
わ
け
、

気
候
変
動
問
題
を
中
心
に
、
多
く
の
自
治
体
で
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
が

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
は
何
か
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て

概
観
し
た
後
で
、
な
ぜ
今
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
が
求
め
ら
れ
る
の
か
に

つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
現
代
社
会
の
「
個
人

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
い
う
挑
戦

化
」
と
、今
日
的
な
意
味
で
の
「
選
挙
型
代
表
制
民
主
主
義
の
機
能
不
全
」

に
注
目
す
る
。

　
一
　
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
と
は
何
か

　
「
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
」
と
は
、
主
に
抽
選
（
無
作
為
抽
出
）
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
た
市
民
が
、
特
定
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
熟
議
を
行
う
た
め

に
設
計
さ
れ
る
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
・
制
度
の
総
称
で
あ
る
た
め
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る＊
２

。
た
と
え
ば
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・

フ
ィ
シ
ュ
キ
ン
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
「
討
論
型
世
論
調
査
」
の
場
合
は
、

特
定
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
、
熟
議
を
通
じ
て
よ
り
「
練
ら
れ
た
世
論
」

を
生
み
出
す
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
ネ
ッ
ド
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
が
考
案
し
た

「
市
民
陪
審
」
や
、
ペ
ー
タ
ー
・
デ
ィ
ー
ネ
ル
が
考
案
し
た
「
プ
ラ
ン
ニ
ン

今
な
ぜ
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
な
の
か
？

抽
選
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
市
民
が
、
特
定
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
熟
議
を
行
う
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
。

選
挙
型
代
表
制
の
正
統
性
が
揺
ら
ぐ
中
で
、

ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
は
、
政
府
と
社
会
を
繋
ぐ
新
た
な
回
路
と
な
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。

個
人
化
し
た
社
会
に
お
い
て
、
異
な
る
意
見
を
持
つ
﹁
私
た
ち
﹂
の
意
思
決
定
を
よ
り
良
く
行
う
た
め
の

熟
議
民
主
主
義
の
制
度
と
、
そ
の
今
日
的
意
義
を
考
え
る
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

田
村
哲
樹

グ
・
セ
ル
（
計
画
細
胞
会
議
）」
な
ど
の
場
合
は
、
最
後
に
参
加
者
の
間
で

提
言
書
を
ま
と
め
る
。
近
年
の
「
市
民
会
議
（citizens' assem

bly

）」
と

呼
ば
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
議
会
な
ど
の
意
思
決
定
機
関
と
の
制
度
的
接

続
が
は
か
ら
れ
、
意
思
決
定
過
程
に
お
け
る
役
割
が
強
化
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
気
候
市
民
会
議
は
、
そ
こ
で
の
議
論
の
結
果
が
政
府

に
よ
っ
て
国
民
投
票
、
議
会
採
決
、
ま
た
は
行
政
命
令
と
し
て
実
施
さ
れ

る
と
い
う
大
統
領
の
約
束
の
下
で
設
置
さ
れ
た
。
最
終
的
に
、
こ
の
市
民

会
議
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
提
言
は
、
国
会
に
お
け
る
新
た
な
気
候
変

動
対
策
立
法
に
結
実
し
た
（
三
上
二
〇
二
二
）。
こ
の
よ
う
に
、
ミ
ニ
・
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
と
称
さ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
政
治
的
意
思
決
定
に
お
け
る
そ
の
役
割
の
違

い
は
、
か
な
り
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
を
実
施
す

る
際
に
は
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
注
意
深
く
検
討
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
」
と
称
さ
れ
る
か
ら
に
は
、
こ
れ

ら
に
共
通
の
特
徴
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
抽
選
と
熟
議
で
あ
る
。
ま
ず
、
抽

選
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
の
参
加
者
は
、
最
も
典
型

的
に
は
特
定
の
範
囲
の
人
び
と
（
自
治
体
な
ら
ば
、
当
該
自
治
体
の
居
住

者
な
ど
）
か
ら
の
抽
選
に
よ
る
選
出
と
い
う
形
を
と
る
（
地
域
の
事
情
な

ど
に
よ
っ
て
、
抽
選
と
そ
れ
以
外
の
選
出
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
場
合
も

あ
る
）。
抽
選
は
、
古
代
ア
テ
ネ
の
都
市
国
家
な
ど
で
積
極
的
に
用
い
ら

れ
て
い
た
が
、
近
代
以
降
、
長
ら
く
選
挙
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
。
そ
の
抽

選
へ
の
関
心
が
近
年
復
興
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
ミ
ニ
・
パ
ブ
リ
ッ
ク

ス
は
、
抽
選
を
用
い
た
民
主
主
義
的
な
制
度
の
典
型
と
見
な
さ
れ
て
い
る

（
ヴ
ァ
ン
・
レ
イ
ブ
ル
ッ
ク
二
〇
一
九  ; 

吉
田
二
〇
二
一
）。

　

な
ぜ
抽
選
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、抽
選
が
平
等
と「
社
会
の
縮
図
」

の
実
現
に
適
し
た
方
法
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
一
に
、
抽
選

は
、
誰
で
も
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
。

選
挙
で
は
、「
当
選
」
の
た
め
に
一
定
の
得
票
が
必
要
で
、
そ
こ
に
「
選
ば

れ
る
人
」
と
そ
う
で
は
な
い
人
と
の
格
差
が
生
じ
得
る
。
ま
た
、
応
募
に

よ
る
参
加
で
は
、
応
募
し
よ
う
と
い
う
意
欲
の
あ
る
人
が
優
先
的
に
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
。
ど
ち
ら
も
、
優
れ
て
い
た
り
意
欲
が
あ
っ
た
り
す
る

人
が
選
ば
れ
る
の
だ
か
ら
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
特
定
の
人
だ
け
、
一
部
の
人
だ
け

が
選
ば
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
民
主
主
義
が

「
私
た
ち
」
の
こ
と
を
「
私
た
ち
」
自
身
で
決
め
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、そ

こ
に
は
、「
私
た
ち
」
の
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
び
と
が
等
し
い
立
場
で
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
（
可
能
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
が
望
ま
し
い
。

抽
選
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
平
等
を
実
現
す
る
手
続
き
な
の
で
あ
る
。

た
む
ら
・
て
つ
き

専
門
は
政
治
学
・
政
治
理
論
。
民
主
主
義
、
家
族
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、「
政
治
」
を
日

常
生
活
の
中
に
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
直
す
研
究
を
続
け
て
い
る
。
代
表
的
な
著
作
に
、『
熟
議
民
主

主
義
の
困
難
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、『
日
常
生
活
と
政
治
』（
編
著
）（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
九
年
）、『
政
治
学
』（
共
著
）（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。


